
規

則

訓

令

福
島
県
の
執
務
時
間
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
二
十
三
号

福
島
県
の
執
務
時
間
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
の
執
務
時
間
を
定
め
る
規
則(

平
成
元
年
福
島
県
規
則
第
五
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

｢

午
後
五
時
三
十
分｣

を｢

午
後
五
時
十
五
分｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

行
政
経
営
課)

福
島
県
訓
令
第
三
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
職
員
服
務
規
程(

昭
和
五
十
二
年
福
島
県
訓
令
第
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中｢

午
後
五
時
三
十
分｣

を｢

午
後
五
時
十
五
分｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、

同
条
第
四
項
中

｢

前
三
項｣

を

｢

前
二
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

｢

前
各
項｣

を｢

前
三
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
五
項
と
す

る
。第

七
条
の
二
中｢

半
日
勤
務
時
間
の
割
振
り
の
変
更｣

を｢

四
時
間
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更｣

に
改
め
る
。

第
七
条
の
五
を
第
七
条
の
六
と
す
る
。

第
七
条
の
四
第
一
項
中｢

第
八
条
の
四｣

を｢

第
八
条
の
五｣

に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
の
五
と
す

る
。第

七
条
の
三
第
一
項
中｢

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
七
年
福
島
県
条
例
第

四
号
。
以
下｢

条
例｣

と
い
う
。)

第
八
条
の
三｣

を｢

条
例
第
八
条
の
四｣

に
改
め
、
同
条
を
第
七

条
の
四
と
し
、
第
七
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

超
勤
代
休
時
間
の
指
定)

第
七
条
の
三

所
属
長
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
七
年
福
島
県
条
例
第

四
号
。
以
下｢

条
例｣

と
い
う
。)

第
八
条
の
三
に
規
定
す
る
超
勤
代
休
時
間
と
し
て
、
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則(

平
成
七
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号
。
第
十
条
に
お
い

て｢

規
則｣

と
い
う
。)

第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
あ
る
条
例
第
三
条
第
二
項
、

第
四
条
又
は
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日(

条
例
第
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
休
日
及
び
代
休
日
を
除
く
。)

に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
又
は
一
部
を
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

所
属
長
は
、
職
員
が
あ
ら
か
じ
め
超
勤
代
休
時
間
の
指
定
を
希
望
し
な
い
旨
申
し
出
た
場
合
に
は
、

超
勤
代
休
時
間
を
指
定
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
十
条
第
二
項
第
二
号
中｢

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則(

平
成
七
年
福
島
県
人
事

委
員
会
規
則
第
八
号
。
次
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
及
び
次
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
お
い
て｢

規
則｣

と

い
う
。)

｣

を｢
規
則｣

に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
の
二
中｢

(第
７
条
の
３
関
係
)
｣

を｢
(第
７
条
の
４
関
係
)
｣

に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
の
三
中｢

(第
７
条
の
３
関
係
)
｣

を｢
(第
７
条
の
５
関
係
)
｣

に
改
め
る
。
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
福
島
県
の
執
務
時
間
を
定
め
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

訓

令

○
福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
訓
令

一

○
守
衛
の
服
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
訓
令

三

○
看
護
師
等
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す

る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

三

○
福
島
県
賃
金
支
弁
職
員
雇
用
等
管
理
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

三

福
島
県
議
会

○
福
島
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令

三

福
島
県
人
事
委
員
会

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

四

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

○
福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

五



３
勤
務
の
形
態

勤
務
の
日
及
び
時

間
帯

月
(

：

～

：

)
火
(

：

水
(

：

～

：

)
木
(

：

金
(

：

～

：

)
そ
の
他
(

：

週
時
間
勤
務

(育
児
休
業
法
第
10条
第
１
号
～
第
４
号
の
勤

□
１
日
４
時
間
□
１
日
５
時
間
□
週
３

(育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
９
条
の
勤
務

□
週
20時
間
□
週
24時
間
□
週
25時
間

｢休
日
の
代
休
日
…
…
…
…

第
二
号
様
式(

表
面)

中｢休
日
の
代
休
日
…
…
…
…
…
…
代
休
｣

を

超
勤
代
休
時
間
…
…
…
…

｢
｢

…
代
休

…
超
休
｣

に
、

を

に
改
め
、
同
様

｣
｣

｢
｢

式(

裏
面)

中

を

に
改
め
る
。

｣
｣

｢
｢

第
六
号
様
式
中

を

に

｣
｣

改
め
る
。

第
六
号
様
式
の
二
中｢半

日
勤
務
時
間
の
割
振
り
の
変
更
｣

を｢４
時
間
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
変

更
｣

に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
中｢又
は
押
印
｣

を｢又
は
署
名
｣

に
改
め
る
。

｢

第
十
七
号
様
式
の
二
中

｢を

｣

に
改
め
る
。

｣
附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
号
様
式
の
改
正
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
職
員
服
務
規
程(

以
下｢

改
正

前
の
規
程｣

と
い
う
。)
第
十
七
号
様
式
の
二
に
よ
る
育
児
短
時
間
勤
務(

期
間
延
長)

承
認
請
求

平成22年３月26日 金曜日 福 島 県 報 号外第14号 2

超
過
勤
務
時
間

100
100

125
100

150
100

135
100

160
100
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：
：

：
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：
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：
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：
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：
：

：
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：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
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：
：

：
：

：

超
過
勤
務
時
間

100
100
125
100
150
100
135
100
160
100
175
100

：
：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：

勤
務
の
日
及
び
時

間
帯

月
(
：
～
：
)

火
(
：

水
(
：
～
：
)

木
(
：

金
(
：
～
：
)
そ
の
他
(
：

(育
児
休
業
法
第
10条
第
１
号
～
第
４
号
の
勤

□
１
日
４
時
間
□
１
日
５
時
間
□
週
３

(育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
９
条
の
勤
務

□
週
20時
間
□
週
24時
間
□
週
25時
間

：
～
：
)

：
～
：
)

：
～
：
)

の
勤
務
形
態
)

３
日
□
週
２
日
半

勤
務
形
態
)

間

３
勤
務
の
形
態

勤
務
の
日
及
び
時

間
帯

月
(
：
～
：
)

火
(
：

水
(
：
～
：
)

木
(
：

金
(
：
～
：
)
そ
の
他
(
：

週
時
間

分
勤
務

(育
児
休
業
法
第
10条
第
１
号
～
第
４
号
の

□
１
日
３
時
間
55分

□
１
日
４
時
間
55分

□
週
３
日
(７
時
間
45分
)

□
週
２
日
半
(７
時
間
45分
､
３
時
間
5 5分

(育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
９
条
の
勤

□
週
19時
間
25分

□
週
19時
間
35分

□
週
23時
間
15分

□
週
24時
間
35分

～
：
)

～
：
)

～
：
)

号
の
勤
務
形
態
)

55分

55分
)

の
勤
務
形
態
)

休
休又は社

骨休、リ

休、ボ休、

健休、夏

休、産休、

代休、超

社休
リ休又は

休、骨休、

夏休、ボ

休、健休、

代休、産

社休
リ休又は

休、骨休、

夏休、ボ

休、健休、

代休、産

休
休又は社

骨休、リ

休、ボ休、

健休、夏

休、産休、

代休、超



福
島
県
議
会

書
は
、
改
正
後
の
福
島
県
職
員
服
務
規
程
第
十
七
号
様
式
の
二
に
よ
る
育
児
短
時
間
勤
務(

期
間
延

長)

承
認
請
求
書
と
み
な
す
。

３

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
規
程
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

人

事

課)

福
島
県
訓
令
第
四
号

本

庁

守
衛
の
服
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

守
衛
の
服
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

守
衛
の
服
務
に
関
す
る
規
程(

昭
和
三
十
一
年
福
島
県
訓
令
第
十
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中｢

か
ら
第
三
項
ま
で｣
を｢
及
び
第
二
項｣

に
改
め
、
同
項
の
表
中｢

午
後
五
時

ま
で｣

を

｢

午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で｣

に
、

｢
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
零
時
三
十
分｣

を

｢

午
後
零
時
か
ら
午
後
一
時｣

に
、｢

午
後
五
時
三
十
分｣

を｢

午
後
五
時
十
五
分｣

に
改
め
、｢

午

後
一
時
ま
で｣

の
下
に｢

又
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で｣

を
加
え
、｢

午
前
九
時｣

を｢

午
前

九
時
十
五
分｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

勤
務
時
間｣
の
下
に｢

及
び
休
憩
時
間｣

を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
守
衛
の
服
務
に
関
す
る
規
程
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
定
め
ら
れ
て
い
る
平
成
二
十
二
年
四
月
分
の
守
衛
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
当
該
守
衛
の

属
す
る
勤
務
の
班
の
区
分
に
応
じ
当
該
班
に
係
る
改
正
後
の
守
衛
の
服
務
に
関
す
る
規
程
第
五
条
第

一
項
の
表
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
と
す
る
。

(
人

事

課)

福
島
県
訓
令
第
五
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

看
護
師
等
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

看
護
師
等
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

看
護
師
等
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程(

昭
和
三
十
四
年
福
島
県
訓
令
第
二
十
七
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

｢

本

庁

機

関

受
訓
先
中

出

先

機

関｣

を｢

出

先

機

関｣

に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

｢

所
長｣

を

｢

総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
所
長

(

以
下

｢

所

長｣

と
い
う
。)

｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

別
表
第
一
中｢

看
護
部
副
部
長

専
門
看
護
技
師｣

を｢

専
門
看
護
技
師｣

に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
一
の
表
中｢

午
後
五
時
三
十
分｣

を｢

午
後
五
時
十
五
分｣

に
改
め
、
別
表
第
二
の
二

の
表
中

｢

午
後
零
時
十
五
分｣

を

｢

午
後
零
時｣

に
、

｢

午
後
七
時
十
五
分｣

を

｢

午
後
七
時
三
十

分｣

に
、｢

午
前
五
時
三
十
分
か
ら
午
前
六
時
十
五
分｣

を｢

午
前
五
時
か
ら
午
前
六
時｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
の
改
正
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

人

事

課)

福
島
県
訓
令
第
六
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

労
働
委
員
会
事
務
局

福
島
県
賃
金
支
弁
職
員
雇
用
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
賃
金
支
弁
職
員
雇
用
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
賃
金
支
弁
職
員
雇
用
等
管
理
規
程(

昭
和
五
十
年
福
島
県
訓
令
第
十
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
中｢

八
時
間｣

を｢

七
時
間
四
十
五
分｣

に
、｢

八
分
の
一｣

を｢

三
十
一
分
の
四｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

人

事

課)

福
島
県
議
会
訓
令
第
二
号

福
島
県
議
会
事
務
局

福
島
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

福
島
県
議
会
議
長

佐

藤

憲

保

福
島
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程(

昭
和
三
十
五
年
福
島
県
議
会
訓
令
第
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
十
一
号
中｢
、
課
長
及
び
局
主
幹｣

を｢

及
び
課
長｣

に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中｢

及

び
次
長｣

を｢

、
次
長
及
び
課
長｣

に
、｢

半
日
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更｣

を｢

四
時
間
の
勤
務
時
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福
島
県
人
事
委
員
会

間
の
割
振
り
変
更｣

に
改
め
、
同
条
第
十
四
号
中｢

及
び
次
長｣

を｢

、
次
長
及
び
課
長｣

に
改
め
、

同
条
第
十
七
号
を
同
条
第
十
九
号
と
し
、
同
条
第
十
六
号
中｢

、
課
長
及
び
局
主
幹｣

を｢

及
び
課
長｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
八
号
と
し
、
同
条
第
十
五
号
を
同
条
第
十
七
号
と
し
、
同
条
第
十
四
号
の

次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
五

事
務
局
長
、
次
長
及
び
課
長
の
年
次
有
給
休
暇
の
届
出
の
受
理
及
び
時
季
変
更
の
通
知
に
関

す
る
こ
と
。

十
六

事
務
局
長
、
次
長
及
び
課
長
の
休
暇
等
の
承
認
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十

事
務
局
長
の
事
務
代
決
者
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
の
表
課
長
共
通
の
項
第
十
号
中｢

課
長
及
び｣

を
削
り
、｢

半
日
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更｣

を｢

四
時
間
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更｣

に
改
め
、
同
項
中
第
十
七
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
三

号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
二
号
を
第
十
五
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二

号
を
加
え
る
。

十
三

課
員
の
年
次
有
給
休
暇
の
届
出
の
受
理
及
び
時
季
変
更
の
通
知
に
関
す
る
こ
と
。

十
四

課
員
の
休
暇
等
の
承
認
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
の
表
課
長
共
通
の
項
第
十
一
号
中｢
課
長
及
び｣

を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、

同
項
第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

課
員
の
超
勤
代
休
時
間
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
の
表
総
務
課
長
の
項
中
第
十
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十
二
号

と
し
、
第
七
号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

八

局
主
幹
の
年
次
有
給
休
暇
の
届
出
の
受
理
及
び
時
季
変
更
の
通
知
に
関
す
る
こ
と
。

九

局
主
幹
の
休
暇
等
の
承
認
に
関
す
る
こ
と
。

十

局
主
幹
の
事
務
引
継
報
告
の
受
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
の
表
総
務
課
長
の
項
第
六
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中｢
半
日
勤
務
時
間
の
割

振
り
変
更｣

を｢

四
時
間
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更｣

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項

第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

局
主
幹
の
超
過
勤
務
及
び
休
日
勤
務
の
命
令
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

総

務

課)

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

星

光

政

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則(

平
成
七
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
三
号
中｢

十
六
時
間｣

を｢

十
五
時
間
三
十
分｣

に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中｢

半
日
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更｣

を｢

四
時
間
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更｣

に
、｢

第
十
条｣

を｢

第
八
条
の
三
第
一
項｣

に
、｢

第
八
条
第
一
項
に
お
い
て｣

を｢

以
下｣

に
改

め
、
同
条
第
三
項
中｢

半
日
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更｣

を｢

四
時
間
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更｣

に
改
め
る
。

第
五
条
を
削
り
、
第
四
条
の
二
を
第
五
条
と
す
る
。

第
六
条
中｢

十
六
時
間｣

を｢

十
五
時
間
三
十
分｣

に
改
め
る
。

第
七
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中｢

第
八
条
の
四
第
二
項｣

を｢

第
八
条
の
五
第
二

項｣

に
改
め
、
同
条
第
五
項
中｢

第
八
条
の
四
第
三
項｣

を｢

第
八
条
の
五
第
三
項｣

に
改
め
、
同
条

を
第
七
条
の
六
と
す
る
。

第
七
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中｢

第
八
条
の
四
第
一
項｣

を｢

第
八
条
の
五
第
一

項｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中｢

第
八
条
の
四
第
三
項｣

を｢

第
八
条
の
五
第
三
項｣

に
改
め
、
同
条

を
第
七
条
の
五
と
す
る
。

第
七
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中｢

第
八
条
の
三
第
一
項｣

を｢

第
八
条
の
四
第
一

項｣

に
改
め
、
同
条
第
五
項
中｢

第
八
条
の
三
第
二
項｣

を｢

第
八
条
の
四
第
二
項｣

に
改
め
、
同
条

第
六
項
中｢

第
八
条
の
三
第
一
項
第
二
号｣

を｢

第
八
条
の
四
第
一
項
第
二
号｣

に
改
め
、
同
条
を
第

七
条
の
四
と
す
る
。

第
七
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

超
勤
代
休
時
間
の
指
定)

第
七
条
の
三

条
例
第
八
条
の
三
第
一
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例(

昭
和
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
九
号
。
以
下｢

給
与
条
例｣

と
い
う
。)

第
十
三
条
第

三
項
に
規
定
す
る
六
十
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時
間
に
係
る
月(

次
項
に
お
い
て｢

六
十
時
間

超
過
月｣

と
い
う
。)

の
末
日
の
翌
日
か
ら
同
日
を
起
算
日
と
す
る
二
月
後
の
日
ま
で
の
期
間
と
す

る
。

２

任
命
権
者
は
、
条
例
第
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
超
勤
代
休
時
間(

同
項
に
規
定
す
る

超
勤
代
休
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

を
指
定
す
る
場
合
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
あ

る
勤
務
日
等

(

休
日
及
び
代
休
日

(

条
例
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
代
休
日
を
い
う
。
以
下
同

じ
。)

を
除
く
。)

に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
う
ち
、
超
勤
代
休
時
間
の
指
定
に
代
え
よ
う
と

す
る
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
に
係
る
六
十
時
間
超
過
月
に
お
け
る
給
与
条
例
第
十
三
条
第
三
項
の
適

用
を
受
け
る
時
間(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

六
十
時
間
超
過
時
間｣

と
い
う
。)

の
次
の
各
号
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
の
時
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

給
与
条
例
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
勤
務
に
係
る
時
間(

次
号
に
掲
げ
る
時
間
を
除

く
。)
当
該
時
間
に
該
当
す
る
六
十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
二
十
五
を
乗
じ
て
得

た
時
間
数

二

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
四
年
福
島
県
条
例
第
十
一
号
。
以
下｢

育
児
休
業

条
例｣

と
い
う
。)
第
十
二
条(

育
児
休
業
条
例
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
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福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
条
例
第
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
同
条
第
二
項(

育

児
休
業
条
例
第
二
十
一
条
及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
十
四
年

福
島
県
条
例
第
八
十
五
号)

第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

に
規
定
す
る
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
係
る
時
間

当
該
時
間
に

該
当
す
る
六
十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数

三

給
与
条
例
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
勤
務
に
係
る
時
間

当
該
時
間
に
該
当
す
る
六

十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
十
五
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
指
定
は
、
四
時
間
又
は
七
時
間
四
十
五
分(

年
次
有
給
休
暇
の
時

間
に
連
続
し
て
超
勤
代
休
時
間
を
指
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
年
次
有
給
休
暇
の
時
間
の
時

間
数
と
当
該
超
勤
代
休
時
間
の
時
間
数
を
合
計
し
た
時
間
数
が
四
時
間
又
は
七
時
間
四
十
五
分
と
な

る
時
間)

を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４

任
命
権
者
は
、
条
例
第
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
一
回
の
勤
務
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務

時
間
の
一
部
に
つ
い
て
超
勤
代
休
時
間
を
指
定
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
あ

る
勤
務
日
等
の
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
す
る
勤
務
時
間
に
つ
い
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

任
命
権
者
は
、
職
員
が
あ
ら
か
じ
め
超
勤
代
休
時
間
の
指
定
を
希
望
し
な
い
旨
申
し
出
た
場
合
に

は
、
超
勤
代
休
時
間
を
指
定
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中｢

(

同
項
に
規
定
す
る
代
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

｣

を
削
り
、｢

(

休
日｣

を｢
(

超
勤
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
及
び
休
日｣
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
第
二
号
中｢

百
六
十
時
間｣

を｢

百
五
十
五
時
間｣

に
、｢

四
十
時
間｣

を｢

三
十

八
時
間
四
十
五
分｣

に
改
め
る
。

第
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中｢

八
時
間｣

を｢

七
時
間
四
十
五
分｣

に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
年
次
有
給
休
暇
の
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残

日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
端
数
を
含
む
当
該
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
年
次
有
給
休
暇
を
勤
務
を
割
り
振
ら
れ
た
時
間
の
す
べ
て
に
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
係
る
当
該
年
次
有
給
休
暇
の
単
位
は
、
一
分
と
す
る
。

第
十
三
条
第
九
号
中｢

以
内｣

の
下
に｢

(

そ
の
養
育
す
る
中
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の

子
が
二
人
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
日
以
内)

｣

を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
中｢

第
六
条
ま
で｣

の
下
に｢

、
第
七
条
の
三｣

を
、｢

週
休
日
の
振
替
等｣

の
下
に

｢

、
超
勤
代
休
時
間
の
指
定｣

を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中｢

四
十
時
間｣

を｢

三
十
八
時
間
四
十
五
分｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
使
用
さ
れ
た
改
正
前
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則

第
十
三
条
第
九
号
に
規
定
す
る
特
別
休
暇
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
規
則
第
十
三
条
第
九
号
に
規
定
す
る
特
別
休
暇
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

(

総
務
審
査
課)

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
一
号

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

前

田

幸

徳

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局
規
程(

昭
和
五
十
九
年
福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
二

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
五
号
中｢

半
日
勤
務
時
間
の
割
振
り
の
変
更｣

を｢

四
時
間
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更｣

に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
を
同
条
第
十
五
号
と
し
、
同
条
第
八
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰

り
下
げ
、
同
条
第
七
号
中｢

第
十
一
号｣

を｢

第
十
三
号｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同

条
第
六
号
中｢(

専
任
の
職
員
に
限
る
。
第
十
二
号
に
お
い
て
同
じ
。)

｣

を
削
り
、
同
号
を
同
条
第

八
号
と
し
、
同
条
第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

六

職
員
の
超
勤
代
休
時
間
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。

七

職
員(

専
任
の
職
員
に
限
る
。
次
号
及
び
第
十
四
号
に
お
い
て
同
じ
。)

の
代
休
日
の
指
定
に

関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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